
◆取り組む背景
・３３期の状況をみると、労災事故の５割以上を切傷事故が占めています。

・切傷事故の中で、特に事故数が伸びている細巻・ロール巻の注意事項をチェックします。

・新人スタッフも先輩スタッフも一緒に正しい作業方法を共有し、店舗全体で切傷事故を防止いたしましょう。

◆取り組み内容

◎準備時の注意事項

□ 包丁の切れ味を確かめ、必要があれば電動シャープナーで研ぐ

◎作業時の注意事項

□ 細巻やロール巻を切りながらオーダー画面を見ない（よそ見しない）

□ 添え手を猫の手にする（特に親指も飛び出さないように） ⇒写真①

□ 包丁を下に押し込むのではなく、手前に引いてから前に押す加減で切る ⇒写真①

◎包丁のぬめりのふき取り時の注意事項

□ カット１回毎に、作業台上に置いた濡れダスターに刃の腹を押し付けながら、

包丁を手前に引いて、ぬめりをふき取る（刃の腹の両側を１回ずつ） ⇒写真②

８月の安全衛生委員会議事録提出は、８月２５日となっております。

①

②

平成２９年８月度　　　安全衛生委員会

今月のテーマ　　　細巻・ロール巻の注意事項
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